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即
席
シ
ユ
ー
マ
イ
に

舌

鼓

み

食
生
活
改
善
講
習
会

「
新
生
活
運
動
」
の
徹
底
が
、
と

り
も
な
お
さ
ず
、
区
民
生
活
の
向

上
に
直
接
影
響
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
見
地
か
ら
、
座
談
会
、講

演
会
、
講
習
会
と
、
そ
の
道
の
権

威
者
を
招
い
て
実
践
普
及
に
努
め

て
い
る
区
で
は
、
現
在
、
本
運
動

の
一
環
と
し
て
食
生
活
改
善
講
習

会
を
区
内
各
所
で
開
い
て
い
る
。

上
の
写
真
は
去
る
三
月
三
日
午
後

一
時
か
ら
、
区
役
所
議
事
堂
で
行

わ
れ
た
同
講
習
会
の
一
風
景
で
、

当
日
は
千
住
一
丁
目
―
五
丁
目
附

近
の
婦
人
会
員
三
十
六
名
が
、
六

つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
わ
か
れ
、
東
京

都
技
師
萩
原
八
重
子
氏
の
指
導

で
、
シ
ユ
ー
マ
イ
、
カ
レ
ー
汁
、

さ
ば
御
飯
の
た
き
方
な
ど
、
無
駄

を
省
く
栄
養
料
理
の
作
り
方
を
教

わ
つ
た
。
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〝
区
政
の
道
標
〟

足
立
区
史
編
纂
に
着
手

今
回
、
区
で
は
当
区
が
今
日
に
ま

で
到
つ
た
長
い
過
去
の
姿
を
審
か

に
し
、
現
状
を
直
視
し
て
将
来
の

伸
展
を
計
画
し
、
後
代
に
良
き
環

境
を
の
こ
し
て
お
こ
う
と
、
こ
の

道
標
と
し
て
必
要
な
足
立
区
史
を

編
纂
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
史
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
戦
争

中
も
戦
後
も
幾
た
び
か
計
画
さ
れ

ま
し
た
が
、
種
々
の
事
情
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
ま
で
に
到
ら
ず
、
今

回
区
政
が
布
か
れ
て
二
十
周
年
を

迎
え
、
こ
の
機
を
得
て
編
纂
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
つ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

今
更
い
う
ま
で
も
な
く
、区
史
は

永
久
に
残
る
記
録
で
あ
り
、
正
確

細
微
し
か
も
広
汎
の
中
に
統
一
さ

れ
た
蒐
録
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
然
る
に
、
区
に
保
存
さ
れ
て

あ
つ
た
史
料
や
文
献
を
は
じ
め
、

各
所
の
記
録
そ
の
他
の
文
化
財
が

戦
災
に
あ
い
、
焼
失
、
散
逸
し
て

し
ま
つ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残

念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
区
史
編
纂
の
苦
心
も
、

こ
こ
に
一
番
大
き
な
焦
点
が
集
め

ら
れ
て
お
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
而

し
、
幸
い
な
こ
と
に
、区
内
に
は

隠
れ
た
る
郷
土
の
研
究
家
、又
は

そ
の
資
料
蒐
集
家
が
多
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
方
々
の

御
協
力
、
御
援
助
を
得
ら
れ
る
な

ら
ば
、
正
し
く
、明
る
く
美
し
い

区
史
の
編
纂
も
、
あ
な
が
ち
難
事

で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
区
民
各
位
の
絶
大
な
御
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

区
内
の
自
治
功
労
者
、徳
行
者

二
十
四
名
を
表
彰

区
で
は
区
内
の
徳
行
者
及
び
各
種

功
労
者
二
十
四
名
に
対
し
、
三
月

三
日
午
前
十
時
か
ら
、
来
賓
六
十

名
を
招
き
区
議
事
堂
で
表
彰
式
を

行
つ
た
。

当
日
の
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

◆
目
治
功
労
者

遠
田
漂
治
、
大
島
祐
成
　

津
田
義
一

◆
永
年
勤
続
者
(
二
十
年
)

長
谷
川
久
勇
、
加
藤
銀
藏
、
村
角

太
郞
、
福
原
源
吉
、
浅
井
保
太
郞
　

干
ケ
崎
富
吉
、
神
藤
幸
次
、
堀
内

小
太
郞
、
鈴
木
三
郞
、
菱
沼
栄
次
郞

、
岡
田
靜
助
、
篠
田
淸
次
郞

◆
保
健
衛
生
功
労
者
(
学
校
医
)

森
鍬
次
郞

◆
教
育
功
労
者
(
教
員
)

安
達
さ
だ
よ
、
草
野
勘
二
郞
　

石
田
秀
雄

◆
統
計
調
査
功
労
者

野
間
口
周
吉
、
大
坪
豊
松
、
佐

々
木
高
則

◆
徳
行
者

鶴
見
義
孝
、
杉
田
美
津
子

( 写真は表彰式場)

四
月
か
ら
新
た
に

二
校
が
開
校
の
予
定

教
育
行
政
に
つ
い
て
著
る
し
い
成

果
を
挙
げ
て
い
る
本
区
で
は
、
更

に
こ
の
四
月
一
日
か
ら
次
の
二
校

を
独
立
校
と
し
て
夫
々
開
校
す
る

予
定
で
あ
る
。

◇
十
七
中
学
校
南
宮
城
町
三
六
、

区
立
八
中
の
分
校
と
し
て
新
築
さ

れ
た
も
の
を
独
立
校
と
し
た
も
の

で
教
室
数
は
八
教
室
あ
る
。

◇
弥
生
小
学
校
　
千
住
弥
生
町
五

一
、
千
五
分
校
か
ら
独
立
、
教
室

数
は
十
教
室
。

こ
れ
で
区
内
の
学
校
は
小
学
校
三

十
三
、
中
学
校
一
七
校
と
な
る
。

江
北
橋
際
に

公
衆
便
所

下
沼
田
町
一
○
一
番
地
先
江
北
橋

北
詰
に
、
地
元
商
店
街
の
努
力
に

よ
り
、
公
衆
便
所
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
落
成
式
が
七
日
午
後
二
時
か

ら
同
所
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
便
所
は
同
所
が
川
口
―
東
京

鳩
ケ
谷
―
干
住
仲
組

、
王
子
―
八

千
代
町
、
荒
川
土
堤

―
東
京
駅
降

車
口
の
四
本
の
バ
ス
が
通
る
上
に

下
沼
田
、
上
沼
田
、
高
野
各
町
の

商
店
街
が
密
集
し
て
い
る
の
で
、

停
留
所
に
は
い
つ
も
沢
山
の
人
が

待
つ
て
お
り
、
特
に
西
新
井
大
師

の
講
中
の
際
な
ど
に
は
千
を
越
え

る
人
が
乗
降
乗
換
え
る
が
、
便
所

が
な
い
た
め
、
附
近
の
商
店
街
は

勿
論
、
保
健
衛
生
、
美
観
の
点
か

ら
も
甚
だ
厄
介
な
問
題
と
な
つ
て

い
た
の
で
、
こ
の
三
商
店
街
が
発

起
人
と
な
り
、
都
清
掃
事
業
部
に
交
渉
し
た
結
果
こ
の
ほ
ど
設
置
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

自
動
車
技
術
講
習
会

第
一
回
区
民
教
養
講
座
「
自
動
車

技
術
講
習
会
」
が
三
月
九
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
千
住
自
動
車
練
習

所
(
千
住
曙
町
)
で
区
教
育
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
開
講
さ
れ
た
。

憲
法
施

行
記
念
第
七
回
都
民
体
育
大
会
区
郡
市
対
競
技

足
立
区
予
選
会
日
程

軟
式
野
球

三
月
二
十
二
日
―
四
月
二
十
六

日
ま
で
の
毎
日
曜

会
場
区
営
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

軟
式
庭
球

日
時
　
四
月
五
日
午
前
九
時

会
場
　
昭
和
ゴ
ム
K
K
コ
ー
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
時
　
四
月
五
日
午
前
九
時

会
場
　
区
立
第
十
八
中
学
校

卓
球日

時
　
四
月
十
二
日
午
前
九
時

会
場
　
都
立
足
立
高
校
体
育
舘

陸
上
競
技

日
時
　
四
月
十
二
日
午
前
九
時

会
場
　
区
営
緑
町
グ
ラ
ン
ド

バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル

日
時
　
四
月
十
八
日
午
後
二
時

四
月
十
九
日
午
前
九
時

会
場
　
都
立
江
北
高
校
体
育
舘

弓
道日

時
　
四
月
十
九
日
午
前
十
時

会
場
　
区
営
緑
町
グ
ラ
ン
ド

相
撲日

時
　
四
月
十
九
日
午
前
九
時

会
場
　
中
央
大
学
相
撲
道
場

○
各
競
技
と
も
学
生
は
出
場
で
き

ま
せ
ん
。但
し
夜
間
の
生
徒
、

学
生
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
参
加
資
格
者
は
区
内
居
住
者
又

は
区
内
に
勤
務
箇
所
を
有
す
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

○
各
競
技
及
び
そ
の
他
の
事
項
に

つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
十
八
回
区
民
映
画
会

大
映
作
品

〝
ひ
ば
り
の
子
守
唄
〟

日
時
　
三
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後
六
時

場
所
　
舎
人
小
学
校
校
庭

○
当
日
雨
天
の
と
き
は
二
十
七
日
、
二
十
七
日
雨
天
の
と
き
は
中

止
し
ま
す
。

○
一
般
の
観
覧
を
歓
迎
し
ま
す
。主

催
　
足
立
区
教
育
委
員
会
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新生活運動 明
る
い
足
立
建
設
に
続
く

衣
・
食
・
住
の
改
善
か
ら

昨
年
十
二
月
と
本
年

一
月
の
二
回
に
わ
た

り
、
区
議
会
議
事
堂

に
早
大
教
授
今
和
次

郞
、
読
売
新
聞
青
年

部
長
渡
辺
知
多
雄
の

両
氏
を
招
き
講
演
会

座
談
会
を
開
い
て
本

格
的
な
運
動
に
移
つ

た
「
新
生
活
運
動
」

に
つ
い
て
区
内
一
般

の
関
心
は
ま
だ
高
く

な
い
の
で
、
都
内
有

数
の
商
工
業
地
帯
で
あ
る
堤
南
江

北
方
面
と
、
荒
川
、
葛
飾
、
足
立

三
区
の
台
所
を
賄
う
農
産
物
を
産

出
す
る
農
村
的
性
格
を
帯
び
た
堤

北
地
帯
と
に
よ
つ
て
形
成
れ
さ
る

木
区
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
た
区

に
あ
つ
て
は
、
こ
の
「
新
生
活
運

動
」
の
徹
底
が
、
如
何
に
大
き
な

経
済
的
、
文
化
的
利
益
を
、区
民

生
活
の
上
に
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る

か
に
言
及
し
、区
民
各
位
の
理
解

と
参
考
に
供
し
よ
う
。

△
新
生
活
運
勧
と
は

衣
食
住
は
も
と
よ
り
、
冠
婚
葬
祭

時
間
の
不
励
行
、
迷
信
、
保
健
衛

生
そ
の
他
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
中

で
は
一
寸
し
た
工
夫
や
努
力
を
怠

た
つ
て
い
る
た
め
、
ど
の
位
無
黙

を
作
つ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
無
駄
な
労
力
や
時
間
や

資
力
を
、
研
究
や
工
夫
に
よ
つ
て

改
善
し
、
よ
り
文
化
的
な
楽
し
い

生
活
を
築
き
あ
げ
て
行
こ
う
と
い

う
の
が
、
本
運
動
の
趣
旨
で
あ
る

△
衣
生
活
の
改
善

全
国
仕
事
着
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作

な
ど
を
参
考
に
一
部
落
又
は
一
町

会
単
位
ぐ
ら
い
で
、
働
き
易
い
仕

事
着
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

衣
生
活
の
経
費
が
節
減
で
き
る
。

勿
論
こ
れ
だ
け
に
限
つ
た
こ
と
で

な
く
、
和
洋
二
重
負
担
の
調
整
の

他
、
各
自
の
工
夫
に
よ
り
、
美
し

く
清
潔
で
簡
素
な
衣
生
活
が
で
き
よ
う
。

△
食
生
活
の
改
善

腹
一
杯
白
米
を
喰
べ
る
よ
り
、
一

寸
し
た
空
地
を
利
用
し
て
山
羊
、

豚
の
飼
育
、
菜
種
の
栽
培
で
タ
ン

パ
ク
脂
肪
の
自
給
源
を
確
保
す
れ

ば
、
栄
養
摂
取
は
更
に
向
上
す
る

だ
ろ
う
。
更
に
、
近
所
隣
り
が
共

同
で
保
存
食
と
し
て
の
ビ
ン
詰
加

工
等
を
行
え
ば
、
不
時
の
来
客
の

際
や
旅
行
等
に
、
無
駄
な
出
費
を

防
い
で
栄
養
豊
か
な
食
物
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
。

△
住
生
活
の
改
善

現
在
、
住
生
活
の
中
で
早
急
に
改

善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
台
所
が
あ
る
。
特
に
農
家
の
台

所
は
一
寸
改
良
を
加
え
、
灰
壺
、
屑

捨
、
カ
マ
ド
な
ど
各
戸
の
特
徴

に
合
わ
せ
て
作
る
こ
と
に
よ
り
、

合
理
的
経
費
の
節
減
に
加
え
生
活

の
向
上
が
は
か
れ
る
。

△
そ
の
他
、
迷
信
に
よ
る
時
間

の
労
費
、
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
冗

費
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
に
よ
る

生
活
の
明
朗
化
等
、
数
え
あ
げ
れ

ば
ま
だ
ま
だ
生
活
の
ど
こ
に
で
も

こ
ろ
が
つ
て
い
る
不
合
理
性
を
、

世
間
の
風
習
や
伝
統
や
見
栄
等
の

強
い
桎
桔
か
ら
断
ち
切
つ
て
、
改

善
に
つ
と
め
、
健
全
で
明
朗
な
生

活
を
エ
ン
ジ
ヨ
イ
し
て
行
く
こ
と

が
、
新
生
活
運
動
の
本
旨
な
の
で

あ
る
。
明
る
い
住
み
良
い
足
立
区

の
建
設
と
い
う
こ
と
が
、
区
政
運

営
の
モ
ツ
ト
ー
と
し
て
久
し
く
叫

ば
れ
て
き
た
が
、
こ
の
新
生
活
運

動
の
力
強
い
実
践
こ
そ
が
、
区
民

生
活
の
向
上
か
ら
生
ず
る
「
明
る

い
足
立
区
」
建
設
へ
の
最
短
距
離

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
事
柄
で

あ
ろ
う
。
本
年
に
入
つ
て
か
ら
、

区
が
積
極
的
に
こ
の
運
動
の
展
開

に
努
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
点
に

大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
に
外

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
計
算
す
る

公
正
な
地
代
・
家
賃

私
達
の
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
〝
衣
食
住
〟
の
う
ち

住
の
問
題
に
つ
い
て
特
に
今
日
は

地
代
と
家
賃
の
マ
ル
公
は
ど
の
よ

う
に
し
て
算
出
す
る
の
か
、
皆
様

と
い
つ
し
よ
に
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

こ
の
事
は
地
代
家
賃
統
制
令
に

よ
つ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

問
一
　
す
べ
て
の
土
地
建
物
の

賃
貸
借
に
統
制
令
が
適
用
に
な
る

の
で
す
か

答
　
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

次
の
様
な
も
の
は
除
か
れ
て
お
り

ま
す

一
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
十
一

日
以
後
に
新
築
に
着
手
し
た
建
物

と
そ
の
敷
地

二

、
事
務
所
店
舗
倉
庫
工
場
の

用
に
供
す
る
建
物
と
そ
の
敷
地

三
、
学
校
病
院
浴
場
等
教
育
又

は
厚
生
の
用
に
供
す
る
建
物
と
そ

の
敷
地

四
、
駐
留
軍
関
係
へ
の
提
供
物
と

そ
の
敷
地

問
二
　
昨
年
十
二
月
分
か
ら
マ
ル

公
が
改
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
で

は
私
が
借
り
(
貸
し
)
て
い
る
家

の
家
賃
は
い
く
ら
に
な
つ
た
で
し

よ
う
か
算
出
方
法
を
伺
い
た
い
。

答
　
先
づ
税
務
事
務
所
へ
行
つ

て
家
と
土
地
の
課
税
台
帳
か
ら
次

の
こ
と
を
調
べ
て
下
さ
い
。

一
、
家
屋
の
坪
数
と
評
価
々
格
(

廿
六
、
廿
七
年
度
分
)

二
、
敷
地
の
坪
数
と
評
価
々
格

賃
貸
価
格
等
(
廿
六
、
廿
七
年
度

分
)

準家賃
家屋評価々格×

3. 7/
1000

=( 　　) ―( 1)

家屋延坪数× 24=( 　　) ―( 2)

地 代
相等額

土地評価々格×
3/

1000
=( 　　) ―( 3)

合計　( 1) +( 2) +( 3) =( 公定家賃)

次
に
一
例
を
挙
げ
て
御
説
明
し

ま
す

27 年 度　　26 年 度

建物10坪　評価々格　100, 000円　90, 000円
敷 地20 坪　　　 同　　50, 000 円　　48, 000 円

固 定
資産税率

1. 6

/100

準家賃
100, 000円 ×

3. 7/
1000 =370円( 1)

10坪× 24円=240 円( 2)
地 代
相等額

50, 000円 ×
3/

1000
=150 円 ―( 3)

計　( 1) +( 2) +( 3) =760 円( 月額) ―( A)

と
な
り
ま
す
。

尚
準
家
賃
地
代
と
も
廿
七
年
度

は
前
年
度
に
比
べ
て
評
価
々
格
が

概
ね
上
が
つ
て
居
り
ま
す
の
で
次

の
通
り
(
さ
き
に
算
出
し
た
七
六

〇
円
の
家
賃
に
)
税
金
差
額
分
を

四
ケ
月
間
だ
け
加
算
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

( 27年度固定資産税- 26 年度固定資産税) ×
7

/48
= 加算額

建物 1, 600円- 1, 440 円=160 円×
7

/
48
=23 円

土地 800円- 720 円=80 円 ×
7

/48
=12 円

23円+12円=35円――( B)
さきに算出された家賃( A) 760円+35 円×
795円

右
の
通
り
七
九
五
円
を
四
ケ
月

間
払
つ
た
(
徴
収
し
た
)
後
は
加

算
額
を
除
い
た
七
六
〇
円
だ
け
と

な
り
ま
す
。

地
代
計
算
の
際
御
注
意
願
い
た

い
こ
と
は
土
地
評
価
々
格
に
千
分

の
三
を
乗
じ
た
額
と
賃
賃
価
格
及

び
等
級
に
よ
る
地
代
額
(
こ
れ
は

区
役
所
で
わ
か
り
ま
す
)
と
を
比

べ
て
後
者
の
方
が
高
額
で
あ
る
と

き
は
後
者
に
よ
り
ま
す
(
従
前
通

り
据
え
置
き
。
)
そ
し
て
税
金
差
額

分
を
四
ケ
月
間
だ
け
加
算
す
る
わ

け
で
す
。

以
上
の
通
り
概
略
を
お
話
し
た

の
で
す
が
、
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
代

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
区
役
所
建
築
課
に
御
相
談
下

さ
い
。
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区
民
生
活
の
向
上
へ

土
木
事
業
着
々
す
す
む

区
行
政
の
中
心
で
あ
る
土
木
事
業

は
、
そ
の
成
否
が
、
区
民
生
活
の

向
上
に
直
結
す
る
た
め
、
区
で
は

こ
れ
に
大
き
な
努
力
を
注
い
で
お

り
着
々
成
果
を
収
め
て
い
る
。現

在
施
行
中
の
も
の
は
次
の
通
り
。

綾
瀬
川
右
岸
支
流
復
旧
工
事
(
島

根
町
六
二
六
―
六
一
三
)
=
鉄
筋

コ
シ
ク
リ
ー
ト
柵
渠
(
柵
巾
一
、

五
米
、
柵
高
一
、
二
米
)
延
長
二

四
六
米
、
八
七
万
円
、
三
月
末
日

竣
功

水
路
改
修
工
事
(
1
)
本
木
町
三
の
二

八
一
〇
―
二
七
六
=
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
柵
渠
、
延
長
二
五
七
米
、

五
四
万
円
、
三
月
末
日
竣
工
(
2
)
五

反
野
南
町
一
、
二
二
九
―
一
、
二

六
五
、
一
、
二
二
九
―
一
、
二
六

九
=
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵
渠
、

延
長
四
〇
一
米
、
五
二
万
円
、
三

月
末
日
竣
功

路
面
補
修
工
事
(
1
)
府
県
道
第
一
四

八
号
(
六
ツ
木
町
―
大
谷
田
町
)

砂
利
道
延
長
三
千
米
、百
万
円
、

三
月
末
日
完
成
(
2
)
東
島
根
町
二
、

九
七
〇
―
東
栗
原
町
二
、三
七
三

=
盛
土
、砂
利
敷
延
長
一
六
九
米

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
柵
、七
九

万
円
三
月
末
日
完
成
(
3
)
府
県
道
四

八
号
、二
五
〇
号
下
沼
田
―
北
鹿

浜
町
=
乳
剤
舗
装
延
長
二
、五
三

〇
米
二
六
〇
万
円
三
月
末
日
完
成

道
路
側
溝
改
修
工
事
(
1
)
梅
田
町
一

〇
三
四
―
一
、
〇
〇
八
=
U
型
ブ

ロ
ツ
ク
延
長
三
九
三
米
、
二
二
万

円
三
月
二
十
八
日
完
成
(
2
)
梅
田
町

一
七
二
―
本
木
町
二
の
一
、
一
四

八
=
U
型
ブ
ロ
ツ
ク
延
長
三
九
三

米
、
二
二
万
円
三
月
二
十
八
日
完

成
(
3
)
梅
田
町
一
七
二
―
本
木
町
二

の
一
、
一
四
八
=
U
型
ブ
ロ
ツ
ク

延
長
一
六
八
米
、
一
〇
万
円
三
月

末
日
完
成
(
4
)
本
木
町
四
の
五
、
二

三
四
―
四
、
四
五
三
=
U
型
ブ
ロ

ツ
ク
延
長
三
〇
〇
米
、
二
三
万
円

三
月
二
十
八
日
完
成

児
童
遊
園
築
造
工
事
(
1
)
八
千
代
町

八
二
=
二
方
滑
台
一
、四
連
式
ブ

ラ
ン
コ
一
、ベ
ン
チ
五
、木
柵
七

〇
〇
米
、門
柱
六
本
(
2
)
上
沼
田
町

一
、〇
〇
四
=
滑
台
一
、ブ
ラ
ン
コ

一
、ベ
ン
チ
五
、木
柵
六
〇
米
、門

柱
四
本
(
3
)
下
沼
田
町
七
四
三
=
滑

台
一
、ブ
ラ
ン
コ
一
、ベ
ン
チ
九
、木

柵
一
五
三
米
、門
柱
四
本
、以
上
合

計
五
九
万
円
、
三
月
二
十
日
完
成

橋
梁
架
替
工
事
(
1
)
本
木
町
二
丁
目

南
村
中
橋
=
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

床
版
一
四
万
円
三
月
末
日
竣
工
(
2
)

伊
興
町
前
沼
一
二
八
一
大
前
橋
=

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
一
二
万

五
千
円
三
月
八
日
竣
工
(
3
)
西
加
平

町
九
五
六
=
欽
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

床
版
木
柵
一
二
万
五
千
円
三
月
末

日
竣
工
(
4
)
五
反
野
南
町
一
、五
七

七
宮
前
橋
=
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

床
版
二
三
万
円
三
月
末
日
竣
工

=
一
、八
七
五
四
点
=

供
出
衣
料
の
配
分
お
わ
る

昨
年
末
実
施
し
た
歳
末
助
け
合
い

衣
類
等
供
出
運
動
は
区
民
の
理
解

と
協
力
を
得
て
都
内
で
も
優
良
の

成
績
を
あ
げ
た
。

集
め
ら
れ
た
衣
類
そ
の
他
一
八
、

七
五
四
点
は
別
項
の
通
り
区
内
の

要
保
護
家
庭
や
保
護
を
受
け
て
い

る
老
人
児
童
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ

れ
た
。

歳
末
衣
類
供
出
運
動

実
施
集
荷
配
分
報
告
書

昭
和
二
八
、
一
、
二
八

主
催

足
立
福
祉
事
務
所

足

立

区

役

所

足
立
区
社
会
事
業
協
会

後
援

足
立
区

民
生
委
員
会

足
立
区
婦
人
連
合
協
議
会

実
施
期
間

昭
和
二
七
年
一
二
月
一
八
日
よ
り

一
二
月
二
四
日
ま
で
の
一
週
間

一
、
集
荷
品
目
総
数

衣

類
　
一
五
、
五
二
九
点

履
物
　
一
、
二
八
〇
点

そ
の
他
　

一
、
九
四
五
点

合

計
　
一
、
八
七
五
四
点

二
、
現
金

二
六
〇
、
三
三
九
、
八
〇

こ
の
現
金
よ
り
購
入
衣
料
品
一
二

七
四
九
点
、
購
入
金
額
二
五
四
、

九
八
〇
、
差
引
残
五
三
五
九
、
八
〇

は
簡
易
保
育
所
児
童
用
品
に
充
当

す
る
。

三
、
配
分
調
整

地
区
の
集
荷
状
況
に
応
じ
購
入
衣

料
品
を
以
て
平
均
調
整
を
行
う
。

四
、
配
分
対
象

被
保
護
者
総
数
一
四
、
〇
六
五
人

一
人
当
り
平
均
点
数
二
・
二
点

五
、
地
区
別
集
荷
状
況

六
、
地
区
別
配
分
実
施
状
況

写真は衣類の分配状況


